
近
世
に
於
け
る
曹
洞
暉

の
復
興

-
特

に
清
規
恢
興
の
前
提
-

小

坂

機

融

中
世
初
期
に
傳
來
し
開
演
さ
れ
た
曹
洞
輝
は
、
地
方

へ
傳
播
し
、
中

世
地
方
肚
會
固
有
の
信
仰
と
接
鰯
し
て
次
第
に
其
の
肚
會
特
有
の
性
格

を
加
味

し
、
又
其
れ
に
よ
つ
て

一
暦
地
方
支

配
者
階
級
に
受
容
さ
れ

て
、
全
國
的
な
展
開
を
實
現
し
た
が
、
伺
時
に
近
世
初
頭
ま
で
に
は
、

其
の
攣
貌
は
著
し
く
、
宗
團
の
獲
展
と
は
裏
腹
に
宗
旨
本
來

の
姿
が
頗

る
浸
却
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
初
期
の
自
圭
濁
立
の
態
度
と
嚴
格
な
る
實

践
も
議
展
の
頭
初
か
ら
漸
次
世
俗
的
に
攣
容
さ
れ
つ
つ
中
世
肚
會
深
く

滲
透
し
、
肚
會
進
展
の
動
因
と
し
て
積
極
的
役
割
を
演
じ
て
行

つ
た
。

然
し
、
其
の
積
極
的
立
場
も
中
世
末
期
に
は
全
く
影
を
漕
め
、
多
く
の

場
合
固
定
化
さ
れ
た
秘
訣
等

の
相
承
に
終
始
す
る
と
い
う
停
滞
し
た
宗

風
が
惰
性
的
に
傳
承
さ
れ
る
の
み
に
な
つ
て
い
た
。
此
れ
は
宗
典

の
秘

藏
に
よ
り
宗
旨
の
研
究
と
實
究
と
が
相
慮
せ
ず
、
本
來
の
立
場
が
何
庭

に
あ
る
か
を
索
め
得
な
い
、
所
謂
宗
學
不
在
の
歌
態
に
な
つ
て
い
た
こ

と
を
意
味
し
、
絃
に
近
世
に
於
け
る
復
興
運
動
が
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら

か
つ
た
渾
沌
と
し
た
情
勢
が
暗

々
裏
に
で
き
上
つ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

宗
教
の
再
興
は
、
時
代
思
潮
の
中
で
思
想
信
念
の
確
認
と
同
時
に
其

れ
に
基
づ
く
具
髄
的
實
践
の
有
り
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
特
に
古
來
よ
り
實
謹
を
基
底
と
す
る
輝
門

に
有
つ
て
此
の
貼
は
不

(
1
)

可
訣
の
問
題
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
於
け
る
曹
洞
繹
復
興
の
先
駈
け
も
、

や
は
り
輝
の
命
・脈
と
も
云
う
べ
き
實
踵
規
範
の
恢
興
に
あ
つ
た
。
即
ち

(
2
)

月
舟

・
卍
山
爾
師
の
勢
作
に
か
か
る
雲
堂
常
規

・
椙
樹
林
清
規
の
成
立

(
3
)

で
あ
り
、
永
平
螢
山
爾
租
の
清
規
の
開
版
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
斯
の

如
く
宗
内
綱
紀
の
建
直
し
を
端
緒
と
せ
る
こ
と
は
、
宗
統
復
興
の
氣
運

に
力
強

い
基
礎
を
與
え
る
こ
と
に
な
つ
た
如
く

で
あ
る
。
伍
つ
て
此
の

復
興
の
基
盤
と
な
つ
た
規
矩
の
恢
興
が
成
就
す
る
ま
で
に
何
の
よ
う
な

努
力
が
な
さ
れ
、
何
の
よ
う
な
事
情
の
下
に
斯
く
結
實
し
て
行
つ
た
か

に
注
目
し
て
見
た
い
の
で
あ
る
。

近
世

に
於
け
る
曹
洞
輝

の
復
興

(
小

坂
)
 

二
七
五
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近
世
に
於
け

る
曹
洞
揮

の
復
興

(
小

坂
)
 

二

七
六

從
來

よ
り
輝
門
の
復
興
が
江
戸
初
頭
に
傳
來
せ
る
黄
壁
繹
、
就
中
隠

元
渡
來

(承
慮
三
年

一
六
五
四
)
に
刺
戟
さ
れ
、
其
の
絶
大
な
る
影
響
下

に
蘇
生

し
た
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ
、
取
分
け
規
矩
の
恢
興
に
は
黄
桀
清

規
の
積
極
的
撮
取
の
下
に
成
立
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
然
し

な
が
ら
、

輝
宗
の
復
興
と
黄
奨
繹
の
傳
來
開
立
と
の
間
に
は
必
然
的
結

び
つ
き

は
存
在
し
な
い
筈
で
あ
る
。
確
か
に
隠
元
の
來
朝
は
、
當
時
の

琿
界
に
痛
棒
を
加
え
、
夫
夫
の
方
途
を
開
顯
せ
し
め
た
こ
と
は
事
實
で

あ
る
が
、

黄
奨
宗
の
開
立
が
隠
元
の
來
朝
の
み
で
成
立
す
る
課
の
も
の

で
な
い
こ
と
は
當
然
で
あ
り
、
此
れ
が
又
重
要
な
硯
鮎
で
あ
る
か
ら
、

其
れ
を
受
容
す
る
輝
界

の
情
勢
、
或
は
杜
會

一
般
の
欺
況
が
問
題
と
さ

れ
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
江
戸
初
期
に
於
け
る
肚

會
や
教
界

の
動
向
、
及
び
清
規
恢
興
に
至
る
曹
洞
宗
内
の
状
況
や
黄
葉

清
規
の
依
用
に
至
る
事
情
等
を
考
察
し
て
見
た
い
と
思
う
。

二

文
化
史
家
の
言
を
要
約
す
れ
ば

「近
世
初
頭
に
は
室
町
期
以
來
紫
れ

た
肚
會

の
秩
序
恢
復
の
氣
運
が
醸
成
さ
れ
始
め
、
江
戸
幕
府
成
立
に
至

つ
て
本
格
的
に
諸
制
度
が
整
備
さ
れ
て
、
政
治
的
灌
力
統

一
が
完
成
さ

れ
た
。
此

の
間
、
幕
府
は
職
國
素
齪
の
蝕
風
を

一
掃
す
る
べ
く
、
種

々

の
法
度
禁
令
を
下
す
と
共
に
、
文
治
圭
義
政
策
を
推
進
し
、
治
政
面

へ

の
敷
果

と
同
時
に
當
期
の
文
藝
復
興
に
大
き
な
影
響
を
齎
ら
し
た
。
文

藝
復
興

の
氣
運
は
安
定
に
向
う
肚
會
の
自
ら
な
る
要
求
で
あ
る
が
、
幕

府
の
施
策
が

一
暦
そ
の
進
行
を
助
長
し
た
と
云
え
、
特
に
爲
政
者
に
よ

る
古
典
古
書
の
蒐
集
謄
爲
覆
刻
及
び
學
間
所
の
設
置
等
を
始
め
と
す
る

學
問
奨
鋤

の
態
度
は
、
諸
藩
に
於
け
る
學
校
の
設
立
を
促
し
、
ま
た
在

野
の
學
者
に
よ
る
私
熟
の
開
設
と
な
つ
て
、
江
戸
期
の
學
問
の
普
及
と

高
揚
を
齎
ら
し
た
。

此
の
中
で
殊
に
封
建
杜
會

に
理
論
的
基
礎
を
與
え

(
4
)

た
儒
學
が
勃
興
し
、
同
時
に
儀
禮
法
式
が
著
し
ぐ
獲
達
充
實
し
た
L
と

云
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
制
度
、
杜
會
、
學
問
、
文
化

等
諸
般
に
渉

つ
て
顯
著
な
獲
展
を
見
せ
た
の
で
あ
る
が
、
反
面
其
れ
等

が
幕
府
の
灌
力
統
制
の
枠
内
に
強
く
封
じ
込
ま
れ
て
、
次
第
に
形
式
化

し
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
つ
た
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
兎
に
角
、
江
戸
初
期

の
傾
向
が
政
治
的
に
も
杜
會
的
に
も
、

斯
く
の
如
く
學
問
高
揚
と
儀
禮
の
固
定
化
の
氣
運
に
あ
つ
た
こ
と
は
、

此
れ
が
宗
教
界
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
ず

に
は
措
か
な
か
つ
た
の

で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
宗
教
政
策

(特
に
佛
教
統
制
)
の
面
よ
り
考
察
し
て
見
る

な
ら
ば
、
幕
府
は
、
政
治
権
力
確
立
の
た
め
制
度
的
拘
束

(本
末
制
度
)

に
よ
つ
て
中
央
集
灌
的
封
建
制
度
の
機
構
の
中
に
再
編
成
す
る
施
策
を

(
5
)

探

つ
た
の
で
あ
る
。
印
ち
各
宗
個
別
に
法
度
が
下
さ
れ
、
次
い
で
諸
宗

(
6
)

共
通
の
法
度
が
下
さ
れ
て
宗
内
が
本
山
を
中
心
と
す
る
末
派
支
配
艦
制

に
組
み
立
て
ら
れ
、
更
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
宗
門
改
制
度

(幕
府
は

寛
永
十
七
年
、
諸
藩
は
寛
文
四
年
設
置
)
を
媒
介
と
し
て
全
國
各
家

と

の

結
合

(檀
家
制
度
)
が
成
立
し
て
、
佛
教
寺
院
は
此
の
二
制
度
を
持

つ
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て
幕
藩
支
配
髄
制
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

然
し

一
慮
幕
府
の
支
配
樺
の
前
に
個
々
の
寺
院
の
椹
力
は
崩
壊
し
た

の
で
あ

つ
た
が
、
そ
こ
に
新
た
な
宗
團
の
集
樺
的
形
態
が
生
ま
れ
、
各

々
宗
門
意
識
を
蘇
え
ら
せ
、
更
に
其
の
法
度

の
性
格

か
ら
宗
學

の
研

鑛
、
修
行

の
奨
働
等
が
打
ち
出
さ
れ
、
法
式
の
整
備
嚴
守
、
曾
侶
分
限

の
嚴
格
な
規
定
、
新
義
の
禁
止
等
が
要
求
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
各

宗
内
に
新

し
い
動
き
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

三

(7
)

曹
洞
宗
に
於
い
て
は
、
慶
長
年
間
に
曹
洞
宗
法
度
が
、
僧
録
三
刹
に

(
8
)

下
付
さ
れ
、
元
和
元
年

(
一
六
一
五
)
に
永
平
総
持
爾
山
に
法
度
が
下

付
さ
れ
、
寛
文
五
年

(
一
六
六
五
)
に
は
諸
宗
寺
院
法
度
が
下
さ
れ
て
、

爾
本
山
關
三
刹
を
中
心
と
す
る
集
樺
的
組
織
が
形
成
さ
れ
、
江
戸
に
於

け
る
連
絡

機
關

(燭
頭
)
を
通
じ
て
、
寺
肚
奉
行

(
寛
永
十
二
年
設
置
)

に
統
括
さ
れ
監
督
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

斯
く

の
如
く
此
の
宗
派
に
於
い
て
も
幕
府
の
行
政
機
構
の
中
に
組
み

込
ま
れ
束
縛
統
制
さ
れ
る
こ
と
に
成
つ
た
の
で
あ
る
が
、
他
面
從
來

の

法
流
の
結
合
に
基
く
寺
院
相
績
に
よ
つ
て
比
較
的
分
樺
的
で
あ

つ
た
教

團
に
強
制
的
に
集
樺
化
が
行
わ
れ
、
宗
團
と
し
て
強
力
な
統

一
が
で
き

上
つ
た
の
で
あ
る
。
中
世
以
來
自
由
奔
放
に
個

々
濁
立
に
獲
展
伸
長

し
、
漸
く
自
己
本
來
の
姿
を
浸
却
し
て
い
た
此
の
派
下
に
於

い
て
は
、

宗
團
の
安
定
と
此
の
強
力
な
本
山
中
心
の
結
合
と
は
、
其
の
根
本
基
底

を
な
す
宗
學

へ
の
感
心

(自
豊
反
省
)
を
舷
に
繭
芽
せ
し
め
る
動
因

と

な
つ
た
の
で
あ
る
。

前
項
で
述
べ
た
如
く
、
學
問
興
隆
の
氣
蓮
は

時
代
的

な
要
請

で
あ

り
、
幕
府
の
全
般
に
渡
る
政
策
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
派
に

於
い
て
も
當
然
盛
り
上
ら
ざ
る
を
得
な
い
課
題
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
、
更
に
是
を
助
長
し
た
も
の
と
し
て
、
幕
府

の
奨
學
と
政
治
理
論

の
根
底
と
な
つ
た
儒
學

の
興
隆
が
齎
ら
し
た
江
戸
初
期
の
排
佛
論
の
影

(
9
)

響
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
排
佛
論
は
、
理
論
的
に
は
佛
教
の
倫

理
観
の
歓
乏
、
肚
會
統
治
上
無
釜
と
い
う
が
如

き
も
の
で
あ
つ
た
が
、

年
々
實
際
運
動
と
し
て
寺
院
整
理
、
不
如
法
曾

の
還
俗
等
が
断
行
さ
れ

(
1
0
)

た
の
で
、
江
戸
頭
初
の
政
治
的
肚
會
的
背
景
及

び
佛
教
各
派
の
衰
退
情

勢
か
ら
見
れ
ば
相
當
な
衝
撃
で
あ
つ
た
如
く
で
あ
り
、
可
成
り
の
反
嬢

も
行
な
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
諸

々
の
事
象
が
江
戸
初
期
の
佛
教
寺
院
の
北具
尽
に
は
あ

つ
て
、
各
々
の
宗
派
に
其
れ
に
順
鷹
或
は
反
機

の
運
動
が
興
さ
れ
て
、

次
第
に
復
興
の
氣
運
が
醸
成
さ
れ
て
行

つ
た
の
で
あ
る
。

四

上
述
の
如
き
事
情
の
中
に
於
い
て
曹
洞
下
で
は
何
の
よ
う
な
具
禮
的

活
動
が
成
さ
れ
た
か
と
云
え
ば
、
幕
府
の
政
策

及
び
教
團
の
組
織
化
と

略
歩
を
合
せ
て
學
寮
の
創
設
整
備
、
宗
典
の
開
版
事
業
等
が
行
わ
れ
た

事
を
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
江
戸
三
學
寮
の
創
設
は
各
々
事
情
を
異

近
世

に
於
け
る
曹
洞

揮

の
復
興

(
小

坂
)
 

二
七
七
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近
世
に
於
け
る
曹
洞

繹

の
復
興

(
小

坂
)
 

二
七
八

に
す
る

の
で
あ
る
が
、
三
者
共
多
く
の
學
僑
を
養
成
し
、
貧
窮
を
剋
服

(
1
1
)

し
つ
つ
研
鎖

(宗
乗
。
鯨
乗
.
外
典
)
に
働
ん
で
い
た
如
く
で
あ
り
、

一

方
宗
典

の
開
版
に
於
い
、て
も
萬
安
英
種

(
一
五
九
二
-
一
六
五
四
)
を
始

め
と
す
る
有
道
の
師
に
よ
つ
て
、
永
平
開
山
の
語
録

・
清
規

・
法
語
等

(
1
2
0

が
、
衣
資
を
割
き
つ
つ
上
梓
開
版
の
業
が
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

此
の
爾
事
蹟
は
、
政
策
或
は
時
運
を
背
景
と
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る

が
、
,此
れ
を
基
礎
と
し
て
逐
次
宗
旨
の
研
鐙
が
進
め
ら
れ
、
實
究
が
深

め
ら
れ
る
契
機
と
な
り
、
宗
内
全
髄
が
宗
旨

へ
の
自
畳
を
高
揚
し
、
教

團
や
自
身

の
有
り
方
に
封
す
る
張

い
反
省
が
成
さ
れ
て
來
た
こ
と
は
、

(
1
3
)

當
時
の
學
者
の
宗
風
衰
廃

へ
の
歎
き
に
も
明
ら
か
な
如
く
で
あ
る
。
然

し
、
中
世
以
來
近
世
初
頭
に
至
る
ま
で
の
宗
門
の
曲
折
は
、
餓
り
に
大

き
か
つ
た
た
め
、
當
時
の
學
者
を
し
て
唯
自
宗
の
有
り
様
に
つ
い
て
摸

索
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
斯
く
の
如
き
摸

索
を
學
道
者
の
間
に
醸
成
せ
し
め
た
環
境
と
宗
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

此
れ
を
軍
な
る
足
掻
き
に
終
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
か

つ
た
。
印
ち
此

の
氣
運
の
中
に
多
く
の
眞
贅
な
學
者
が
打
出
さ
れ
、
宗
旨
本
來
の
實
践

の
相
を
探
求
し
、
當
時
新
來
の
黄
壁
小
の
繹
風
に
ま
で
其
の
解
決
の
路
を

求
め
し
め
た
の
で
あ
る
。
宗
統
復
古
の
租
と
云
わ
れ
る
月
舟

(
一
六
一

(
1
4
)

八
-
一
六
九
六
)
を
筆
頭
に
曹
洞
下

の
宿

匠
は
、
,道
者

(
一
六
五
一
來
朝

一
六
五
八
露
國
)
・
隠
元

(
一
六
五
四
來
朝
)
の
下
に
鉗
槌
を
受
け
、
明
朝

風
の
輝
を
修
學
し
て
、
曹
洞
の
規
矩
の
恢
興
、
宗
統
の
復
興
に
勉
め
た

の
で
あ
る
。
故
に

一
般
に
は
黄
奨
繹
の
渡
來
に
よ

つ
て
、
教
界
は
大
い

に
刺
戟
さ
れ
て
蘇
生
し
得
た
と
ま
で
云
わ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
響

へ
道

者
、
隠
元
が
優
れ
た
灘
匠
で
あ

つ
て
多
く
の
人

に
感
化
を
與
え
た
と
言

う
も
、

日
本
の
輝
界
に
前
記
の
如
く
其
れ
を
受
入
れ
る
に
充
分
な
素
地

が
な
け
れ
ば
、
從
來
の
多
く
の
渡
來
僧
と
同
様
教
界
を
動
か
す
存
在
と

は
な
り
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

五

曹
洞
下
で
は
規
矩
の
恢
興
に
當

つ
て
何
故
黄
奨
清
規
を
撮
取
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
斯
宗
に
於
い
て
奨
規
を
援
用
す
る
必
然
性
は
、
宗
旨
の

建
前
か
ら
し
て
な
く
、
後
世
批
剣
を
受
け
た
如
く
清
規
上
に
も
本
來
爾

者
に
は
相
容
れ
ぬ
面
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
其
れ
に
も
拘
ら
ず

洞
門
の
輝
匠
が
學

つ
て
黄
漿
輝
に
傾
倒
し
た
理
由
は
、
上
述
の
如
き
渾

沌
と
し
た
教
界
の
様
相
に
起
因
す
る
と
同
時
に
、
具
髄
的
行
道
と
思
想

的
研
究
と
が
本
質
的
に
趣
,向
を
異
に
し
て
い
る
黙
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
思
想
信
念
の
問
題
も
、
本
來
は
傳
承
が
問

題
と
な
る
で
あ

ろ
う

が
、
特
に
實
際
生
活
に
於
け
る
威
儀
作
法
の
問
題
は
、
全
く
観
念
で
は

領
得
さ
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
論
を
侯
た
な

い
。
繹
に
於
け
る
身
髄

的
實
践
行
持
は
、
長

い
星
霜
、
身
血
を
注
い
だ
暉
者
達
の
命
の
具
髄
的

姿
で
あ
る
か
ら
、
文
字
言
句
の
み
で
は
容
易
に
把
握
さ
れ
得
な
い
多
く

の
も
の
を
保
任
し
て
い
る
と
云
え
る
の
で
あ
る
。
其
れ
故
に
、

一
具
断

滅
し
た
繹
林
の
規
矩
を
、
軍
に
清
規
書
を
経
く

の
み
で
は
實
際
修
道
面

に
具
現
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
な
こ
と
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
絃
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に
江
戸
初
期
に
於
け
る
洞
門
學
者
の
摸
索
を
當
嵌
め
て
理
解
す
る
こ
と

が
可
能

で
あ
る
と
思
う
。
又
同
時
に
自
ら
の
立
場
と
反
擬
し
合
う
黄
奨

輝
に
其

の
撮
を
求
め
て
偉
ら
な
か
つ
た
當
代
宗
學
者
の
一
面
を
宗
學
上

の
混
齪

と

一
緒
に
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

以
上

の
如
き
諸
事
情
の
下
に
成
立
し
た
江
戸
初
期
の
清
規
は
、
中
期

(
1
5
)

以
後
宗
學
の
進
行

(眼
藏
の
参
究
)
に
俘

つ
て
、
徹
底
的
に
批
到
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
斯
宗
の
恢
滅

に
瀕

し
た
規
矩
を
再
興

し
、
次
代
の
進
展
を
喚
起
す
る
契
機
と
な

つ
た
實
讃
規
範
と
し
て
、
此
,

の
恢
興

の
努
力
は
、
内
容
の
問
題
鮎
を
超
え
て
決
し
て
疎
か
に
さ
る
べ

き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

1
 
輝
苑
清
規

(宋
崇
寧
二
年
一
一
〇
三
)
を
始
め
と
し
て
各
清
規
総
て
が

輝
林
の
再
興
を
目
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
編
纂
の
縁
由
に

明
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
 
雲
堂
常
規
は
延
寳
二
年

の
成
立

(
曹
全
、
清
規
、
四
四
二
)
、椙
樹
林

清
規
は
天
和
二
年
成
立

(卍
山
年
譜
よ
り
推
定
)
。

3
 
永
平
衆
寮
箴
規
然
犀

(養
存
)
寛
文
四
年
、
永
平
清
規

(光
紹
智
堂
)

寛
文
七
年
、
螢
山
清
規

(月
舟
宗
胡
)
延
寳
八
年
。

4
 
辻
博
士

『
日
本
文
化
史
』
江
戸
時
代
上

第
四
十
章
、
第
四
十
一
章
取

意
。

5
 
慶
長
十
七
年
か
ら
元
和
二
年
に
か
け
て
天
台
、
眞
言
、
新
義
眞
言
、
修

験
、
曹
洞
、
臨
濟
、
浄
土
、
日
蓮
等
に
下
す

(辻
博
士
『
日
本
佛
教
史
』

第
八
巻
第
四
節

「
寺
院
制
度
の
制
定
」
蓼
照
)
。

6
 
諸
宗
法
度
寛
文
五
年

(辻
博
士
前
掲
書
二
七
七
-
二
七
九
)
。

7
 

曹
[洞
宗
法
度
、

慶
長
十
七
年
龍
穏
寺
、

総
寧
寺
、

大
洞
院
、

慶
長
二
十

年
大
中
寺

に
下
付

(
『
洞
門
政
要
』
第

一
篇

「
制
度
」

一
七
-
二

三
蓼
照
)

8
 

横
關
氏

『
洞
門
政
要
』
第

一
篇

「
制
度
」

一
-
三
頁
蓼
照
。

9
 

江
戸
初
期

の
佛
佛
論
者

に
は
藤
原
幌
窩

(
行
歌
)
、
林

羅

山

(
本

朝
紳

肚
考
六
巻
)
、
山
崎
闇
齋

(
關
異
)
、
中
江
藤
樹

(
翁
問

答
)
、
熊

澤

蕃

山

(
集
外
書
)
、
山
鹿
素
行

(
聖
教
要
録
)
等

が
あ
る
。

圭

室

博

士

『
慶
佛

殿
繹
』
、
柏
原
祐
泉
氏

「
近
代
佛
教

の
思
想
史
的
系
譜
」
(
佛
教
史
學
二
巻

二
)

鮒寺
参
昭
描
。

10
 

辻
博
士
前
掲
書
第

五
節

「
寺
院
整
理
」
参
照
。

11
 
横

關
氏
前
掲
書
第

四
篇
二
章

「
學
林

と
叢
林
」
(
吉
鮮
寺
栴
檀

林

は
文

緑
以
來
、

青
松
寺
獅
子
窟

は
慶
長
、

元
和

の
間
、

泉
岳
寺
學
寮
は
寛
永
、

正
保

の
問

の
創
立
)
。

12
 

横
關
氏
前
掲
書
第
四
篇
第

七
章

「
輝
籍
開

版
」
(
九
〇
九
以
下
)
、
岡
田

博

士

『
繹
籍

史
論
』

上
第
四
編
第
三
、

四
、

五
章

参
照
。

13
 

例

へ
ば
日
本
洞
上
聯
灯
録
第

十
巻
萬
安
英

種

(
曹
全

史
傳

上
四
六
六

上
)
「
師
當
時
深
嵯
一剛宗
風

衰
廃

幻
興
二
同

志
琿
侶

六
七
噸
爲
伍
。
杜

門
打
坐

者
凡

六
年
臭
。
」
同
録
第
十

一
巻

月
舟
宗

胡

(
曹

全
、

史

傳

上
、

四

六
六

上
)
「
師
深
嵯
二
法
門
凋
零

叩
隻
手
軍
肩
恢

二
復
永
平
古
規
幻
化
行
二
海
肘

二

等
。

14
 

日
舟
、

濁
港
、

普
峰
、
惟
慧
、

雲
山
、

挽
岩
、

鐵
心
、

卍
山
、

月
波
、

徳
翁
、

無
得
、

龍
睡
、
隠
之
、

雲
漢

等
後

代

の
鐸

々
た
る
人

々
。

15
 

面
山

『
洞
上
曾
堂
清
規
考
訂
別
録
』

八
巻

(
曹

全
、

清
規
二
〇

九
-
三

三
〇
)
、
玄
透

『
吉
鮮
山
永

平

小

清
規
』

(
同
書
三
三

一
-
四

一
六
)
、
同

『
租
規
復
古
雑
稿
』
等
。

近
世
に
於
け

る
曹
洞
渾

の
復
興

(
小

坂
)
 

二
七
九
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